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のモデル化を考え .、る O まず，プログラマブルコントローラのプログラムの際に用いられる展開接
-422-
続図や論理図のペトリネットへの自動変換を可能とする変換規則を提案している。このモデルは，従
来提案されていたモテールに比べ，もとのシステムにおいて存在しない競合はモデルにおいても生起し
ない，モデルの規模が小さい，変更・保守およびモジュール化・階層化が容易である，などの特徴を
有しているO また，デッドロックが起こらないように正しく設計された展開接続図のペトリネットモ
デルが有界かっライブであることを示している。この性質を用いれば，設計者が見落としがちな冗長
な貴子の検出が容易である O 更に，システムの一部の検証だけが必要な場合やネットモデルをより小
規模で実現する場合に有用であるネットモデルの縮約規則も導いている O
以上のように本論文は，並行・非同期動作を特徴とする離散事象制御系を対象として，そのモデル化
や動作検証および解析，特に，ライブ性に関する必要十分条件の考察を行っており，導かれている結果
は離散事象制御系の階層設計におけるいくつかの重要な理論的基礎を与え，制御工学に寄与するところ
が大きL、。よって，本論文は，博士論文として価値あるものと認める O
-423-
